
 
 

令和８年１１月１３日 
国土交通省関東地方整備局 

企画部 
 

現場ニーズと技術シーズのマッチングを開始！ 
〜現場ニーズを解決できる、技術シーズを公募します〜 

 

 国土交通省では、現場ニーズに対応できそうな技術を持っている企業を広く公募し、ニー
ズの内容とマッチングする技術について現場で試行を行い、技術評価を行った上で更なる技
術改良や試行現場の拡大による現場実装を目指す「現場ニーズと技術シーズのマッチング」
の取組を行っています。 

この度、令和８年度の現場ニーズ７件について、技術シーズの公募を開始します。 
 

＜応募期間＞ 
令和８年１１月１３日（金） 〜 令和９年１月８日（金） 
 

 ＜公募技術＞ 
 国土交通省関東地方整備局管内の事務（管理）所等より収集された現場ニーズ（令和８年度
現場ニーズ一覧表参照）に対して、課題解決や要求水準を満足する可能性のある技術シーズ
を対象とします。 
 

 ＜応募方法＞ 
 公募要領、応募様式などの詳細については、関東地方整備局のホームページをご確認くだ
さい。 
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建設情報･施工高度化技術調整官 金澤（かなざわ）（内線：３１３２） 
施工企画課 建設専門官     柿沼（かきぬま）（内線：３４５６） 
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「現場ニーズに対応する新たな技術（シーズ）」に関する公募要領 

令和８年度 関東地方整備局 
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１． 公募の目的 

本公募は、「i-Construction・インフラ DX 推進コンソーシアム」（以下「コンソーシ

アム」という。）の規約等に基づき、最新技術の現場導入のための新技術を発掘するこ

とを目的としており、現場において解決したい課題（以下「ニーズ」という。）に対し

て、その課題を解決できる新たな技術（以下「シーズ」という。）を募集するものです。 

 

２． 公募技術 

（１）対象技術 

国土交通省関東地方整備局管内の事務（管理）所等より収集された現場ニーズ（別

紙－１）に対して、ニーズの課題や要求水準を解決する可能性のある技術シーズとし

ます。 

（２）応募技術の条件等 

応募技術に関しては、以下の条件を満たすものとします。 

１）新技術情報提供システム（以下「NETIS」という。）に登録されていない技術と

します。なお、過去に NETISへ登録されており掲載終了となった技術は対象外で

す。 

ただし NETIS に登録している技術、過去に NETIS に登録されていた技術であ

っても、ニーズの内容によっては、NETIS に登録されている技術を新たに改良す

る事により、マッチングできる可能性があるものについては、対象技術とします。 

２）マッチングの可否についての選定等の過程において、選定等に係わる者（事務

局等）に対して、応募技術の内容を開示しても問題がないものとします。 

３）応募技術を公共事業に活用する上で、関係法令に適合していることとします。 

４）選定された応募技術について、技術内容及び試験結果等を公表するので、これ

に対して問題が生じないこととします。 

５）応募技術に係わる特許権等の権利について問題が生じないこととします。 

６）「３．応募資格等」を満足することとします。 

 

３． 応募資格等 

（１）応募者 

１）応募者は、以下の２つの条件を満足するものとします。 

・応募者自らが応募技術の開発を実施した「個人」又は「民間企業」であること。 

・応募技術を基にした業務を実施する上で必要な権利及び能力を有する「個人」又

は「民間企業」であること。なお、行政機関(＊１)、特殊法人（株式会社を除く）、

公益法人及び大学法人等（以下「行政機関等」という）については、新技術を率

先して開発、活用または普及する立場にあり、選定された技術を各地方整備局等

の業務で活用を図る場合の実施者（受注者）になり難いことから、自ら応募者と

はなれませんが、（２）の「共同開発者」として応募することができるものとし



3 
 

ます。 

(＊１)：「行政機関」とは、国及び地方公共団体とそれらに付属する研究機関 等

の全ての機関を指します。 

２）予算決算及び会計令第７０条(一般競争に参加させることができない者)、第７１

条（一般競争に参加させないことができる者）の規定に該当しない者であること。

並びに警察当局から、暴力団員が実質的に経営を支配する者又はこれに準ずるも

のとして、国土交通省発注工事等からの排除要請があり、当該状態が継続している

者でないこと。 

（２）共同開発者 

申請する共同開発者は、応募技術の開発に関して参画された「個人」や「民間企業」、

「行政機関等」とします。 

 

４． 応募方法 

（１）資料の作成及び提出 

応募資料は、別添公募資料作成要領に基づき作成し、提出方法は E-mailとし５

ＭＢを超える場合はファイルを分割し送付してください。E-mail によらない場合

は、電子媒体（ＣＤ－ＲまたはＤＶＤ－Ｒ）での提出も可とし、郵送により事務局

に提出するものとします。 

（２）提出先 

〒３３０-９７２４ 埼玉県さいたま市中央区新都心２－１ 合同庁舎２号館 

国土交通省 関東地方整備局 企画部 施工企画課 新技術担当 宛 

E-mail：seedskantou@actec.or.jp 

（３）応募期間 

令和８年１1 月１３日（金）～令和９年１月８日（金） 

（最終日は、E-mail による提出の場合、１７時まで受付を行います。郵送により提

出の場合は、当日必着とします。） 

（４）質問の受付 

この応募に対する質問がある場合においては、次に従い提出してください。 

１）提出方法：E-mailにより提出してください 

２）受付期間：令和８年１２月１８日（金）まで 

３）回 答 日：令和８年１２月２４日（木） 

４）受付場所：４．応募方法（２）提出先に同じ 

（５）応募書類に不備があった場合の取扱い 

提出期限以降における申請書又は資料の差し替え及び再提出は認めません。 

応募書類について、募集要領に従っていない場合や不備がある場合、また応募書

類の記述内容に虚偽があった場合は、応募を原則無効とします。 

（６）秘密の保持 

mailto:seedskantou@actec.or.jp
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応募書類は、応募者等の利益保護の観点から、原則として審査以外の目的に使用し

ませんが、重複排除の調査等のため、応募に関連する情報について関係機関に対して

情報提供を行うことがあります。 

また、応募書類はマッチングイベント参加者の特定のためにのみ利用し公表しま

せん。ただし、実施が適当であると判断された応募技術については、応募技術の概要

を公表することがあります。それ以外の応募書類については、事務局で責任を持って

保管するものとし、マッチングイベント終了後に廃棄するものとします。 

（７）その他 

１）申請書及び資料の作成及び提出に係る費用は、提出者の負担とします。 

２）提出された申請書及び資料は、返却しません。 

 

５． 技術の選定に関する事項 

（１）選定にあたっての前提条件 

１）公募技術、応募資格の条件等に適合していることとします。 

２）応募方法、応募書類及び記入方法に不備がないこととします。 

 

６． マッチングイベント 

提出された応募資料に基づき、下記の期間においてマッチングイベントを行います。

マッチングイベントは、Microsoft Teamsによる Web会議を予定しており、詳細な日時

及び URLは、令和９年１月１５日（金）までに、別途メールにより連絡します。なお、

マッチングイベントに参加しなかった場合は失格とします。 

マッチングイベントでは、シーズ開発者において、対象ニーズに対して課題解決の手

法やシーズの内容についてプレゼンテーションを実施していただく予定です。 

 マッチングイベント期間：令和９年１月１８日（月)～令和９年１月２９日(金) 

 

７．個別調整 

 マッチングイベント終了後、提案されたシーズについて、ニーズ提案者及び事務局と

協議の上、マッチングの可能性があると判断された場合は、ニーズ提案者、シーズ応募

者及び事務局による個別調整を実施し、令和９年２月１２日（金）までに最終的なマッ

チングの可能性の可否について確認を行います。 

 

８．選定結果の通知・公表について 

マッチングイベント終了後、個別調整を経て最終的にシーズとして選定した技術に

ついては、下記のとおり選定結果等を通知します。 

（１）選定結果 

シーズ応募者に対して選定されたか否かについて文書により通知します。 

申請する共同開発者には選定結果の通知は行いません。 
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（２）選定結果の公表 

選定された技術はホームページで公表します。 

なお、公表は令和９年２月２４日（水）を予定しています。 

（３）選定の取り消し 

選定の通知を受けた者が次のいずれかに該当することが判明した場合は、通知の

全部または一部を取り消すことがあります。 

・選定の通知を受けた者が、虚偽その他不正な手段により選定されたことが判明 

したとき。 

    ・選定の通知を受けた者から取り消しの申請があったとき。 

    ・その他、選定通知の取り消しが必要と認められたとき。 

（４）その他 

審査結果に関する問合せには応じませんので予めご了承ください。 

 

９．現場試行 

 マッチング成立後、原則として、ニーズ提供者の現場において現場試行を実施するこ

ととします。 

 現場試行に先立ち、試行計画書を作成し、ニーズ提供者に提出していただきます。 

 試行結果は、試行結果報告書に整理して提出していただきます。 

 試行結果報告書の様式及び試行結果の提出期限は、別途連絡します。 

  

10．費用負担 

（１）応募資料の作成及び提出に要する費用、現場試行を実施する費用は、応募者の負担

とします。 

（２）現場試行以外に、ニーズを解決するための試験・調査等に係る費用は、応募者の負

担とします。 

（３）整備局等関係者が立会確認を行う場合、立会者に要する費用は整備局等で負担しま

す。 

 

11．その他 

（１）応募された資料は、技術選定以外に無断で使用することはありません。 

（２）応募された資料は返却しません。 

（３）選定の過程において、シーズ応募者には応募技術に関する追加資料の提出を依頼す

る場合があります。 

（４）現場試行の結果、得られた成果については、公共目的で国が利用する場合は、その

使用を認めていただきます。 

また、本制度による当該技術研究開発の成果である特許権等について専用実施権

及び独占的な通常実施権を設定しないこととします。 



令和８年度現場ニーズ一覧表

概要資料
No

分類 事務所名 現場ニーズの名称 現場ニーズの概要

1
新工法・建設材

料
霞ヶ浦河川事務所 表土の再利用に向けた根茎除去

霞ヶ浦浚渫土埋立地では、表土にヨシ等の根茎が多く混入しているため、工事で発生した表土の再利用が困難となっている。除草やヨシ焼、除草剤
散布等による対策を実施しているが根茎の枯死や生育抑制対策が不十分であるため、表土の根茎等を除去または、粉砕し中詰土として再利用可
能とする技術を求める。

2 点検・維持管理 京浜河川事務所 小型船舶による簡易的な浚渫
多摩川下流部では、堆砂により河川管理船の安全な運航や緊急船着場の利用に支障が生じている。従来の浚渫工事は時間を要することから、河川
管理船に後付けで着脱可能な浚渫装置により、必要なタイミングで必要箇所の堆砂を除去できる技術を求める。

3 点検・維持管理 京浜河川事務所
AI画像認識技術を用いた水門等遠隔操作時の安全
確認

樋門・樋管・水門等の遠隔操作において、現地目視確認では、操作時に操作員を現地に派遣する必要があり、操作員不足となった場合や急激な水位
上昇が発生した場合に操作が行えない可能性がある。そこで、施設監視カメラを用いた遠隔操作を行う必要があるが、映像による確認では同時に
複数台のカメラを監視しながらの安全確認となり、見落としが発生する恐れや急な変状に対応できない恐れがあるため、施設監視カメラによる安
全確認を補助する目的としてAI画像認識技術を用いて操作範囲内の人、車両、船舶及び支障物を自動検知し、安全確認を支援する技術を求める。

4 点検・維持管理 日光砂防事務所 魚道における効率的な堆積土砂撤去技術
日光砂防事務所管内の大谷川や稲荷川の魚道内に土砂等が堆積した際、水替えを行ったうえで、小型バックホウや人力により既設構造物を損傷与
えないよう配慮しながら慎重に撤去を行っている。このため作業に多くの労力と時間を要していることから、省人化・省力化・遠隔化を図りながら
効率的に水替え作業および土砂等を撤去できる技術を求める。

5 点検・維持管理
相模川水系広域ダム管理事
務所

自動ダム湖法面点検技術
宮ヶ瀬ダムでは、広大なダム湖及び周辺施設の巡視・点検に多くの時間と労力を要している。また、災害時にはダム湖周辺施設やダム湖法面の点検
が必要となるが、点検員の人員確保が困難となることから、通常時及び災害時の巡視・点検を自立航行UAV自動機械等を用いてダム湖内の状況
を映像等で記録するとともに、法面崩壊等の変化を検知できる技術を求める。

6 点検・維持管理 宇都宮国道事務所
自立歩行型のフィジカルAIロボットによる道路維持
管理支援技術

宇都宮国道事務所が管理する歩道部、法面、階段部、橋梁等の車両によるアクセスが困難な箇所では、作業員の徒歩による巡回・点検が主体となっ
ている。このため、段差や階段等を移動できる自立歩行型フィジカルAIロボットにより、巡回・点検、交通規制支援、資機材運搬・設置、軽微な清掃
等を実施し、映像や計測データを取得・伝送できる技術を求める。

7 点検・維持管理 国営昭和記念公園事務所
ロボットによる園内巡視等の自動化、省力化と危険
作業の回避を行う技術

明治記念大磯邸園では、園内における通常時および災害時の建物・施設の異状確認を警備員による巡視・点検に依存しており、確認に時間を要す
るほか、夜間作業の危険性や警備員の担い手不足・高齢化が課題となっている。このため、自立歩行可能なフィジカルAIを活用したロボットによる
効率的かつ安全な巡視・点検を支援する技術を求める。

現場ニーズの概要書については、関東地方整備局のホームページをご確認ください（https://www.ktr.mlit.go.jp/gijyutu/gijyutu00000107.html）
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「現場ニーズに対応する新たな技術（シーズ）」に関する公募資料作成要領 

令和８年度 関東地方整備局 

 

１．応募に必要な書類 

応募にあたっては、以下の資料が必要となります。様式については、国土交通

省関東地方整備局のホームページよりダウンロードすることができます。 

（https://www.ktr.mlit.go.jp/gijyutu/gijyutu00000107.html） 

応募書類に使用する言語は日本語とします。やむを得ず他国の資料を提出する

場合は、日本語で解説を加えてください。 

① 「現場ニーズに対応する新たな技術シーズ」申請書 （様式－１） 

② 技術概要書 （様式－２） 

③ 令和８年度マッチングイベント日程調整表（様式―３） 

④ 添付資料 （任意） 

⑤ 電子データ（①～④） 

※提出資料①～④、はＡ４版とします。ただし、④添付資料は原則Ａ４版としま

すが、パンフレット等でＡ４版では判読できない等の不都合が生じる場合は、

この限りではありません。また、④添付資料には通し番号を記入してください。 

※提出方法は原則 E-mail とし、一度に送付できるファイル容量は５ＭＢまでと

します。５ＭＢを超える場合はファイルを分割し送付してください。E-mailに

よらない場合は、電子媒体（ＣＤ－ＲまたはＤＶＤ－Ｒ）での提出も可とし、

郵送により事務局に提出するものとします。 

※選定にあたって新たに必要となった資料の提出等を、応募者に求めることがあ

ります。 

 

２．各資料の作成要領 

（１）「現場ニーズに対応する新たな技術シーズ」申請書（様式－１） 

１）応募者は、応募技術を中心となって開発した「個人」又は「民間企業」としま

す。応募者が「個人」の場合は、所属先と役職並びに氏名を記入してください。

また、応募者が「民間企業」の場合は、企業名とその代表者の役職並びに氏名を

記入の上、エクセルデータおよびＰＤＦファイルの両方を提出して下さい。 

申請書のあて先は、「国土交通省関東地方整備局長 宛」とします。 

２）「１．技術名称」は、３０字以内でその技術の内容及び特色が容易に理解できる

ものとし、商標等も記入してください。 

https://www.ktr.mlit.go.jp/gijyutu/gijyutu00000107.html
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３）「２．現場ニーズ名、ニーズ事務所名」は、公募要領の別紙－１ 現場ニーズの

概要表に該当する現場ニーズの名称、事務所名を記載してください。 

４）「３．窓口担当者（選定結果通知先）」は、応募にあたっての事務窓口・連絡担

当者１名を記入してください。 

応募者が複数の場合は、応募会社名に列記してください。代表の窓口は最初に

記載し、会社名の後ろに（代表）と記載して下さい。連絡先は応募者の代表を記

載してください。 

なお、応募者が複数の場合、選定結果の通知は、代表の窓口に送付します。 

５）「４．共同開発者（個人・民間企業・行政機関等）」は、共同開発を行った応募

者以外の個人や民間企業、行政機関等について記入してください。なお、共同開

発者がいない場合は、記入は不要です。 

６）申請書の提出にあたっては、i-Construction を推進するための現場ニーズ・技

術シーズのマッチング実施要領、「現場ニーズに対応する新たな技術（シーズ）」

に関する公募要領、「現場ニーズに対応する新たな技術（シーズ）」に関する公募

資料作成要領（以下、「実施要領等」という）を確認してください。 

  申請書の提出をもって実施要領等に記載の内容に同意したものとします。 

 

（２）技術概要書 （様式－２） 

１）応募者名、技術シーズの名称は（様式－１）と同一にしてください。 

２）応募するニーズは、公募要領の別紙－１ 現場ニーズの概要表に該当する現場ニ

ーズの名称、事務所名を記載してください。 

３）各シートについては、簡潔かつ具体的に記入してください。 

 

（３）令和８年度マッチングイベント日程調整表 （様式－３） 

１）応募者名、技術シーズの名称は（様式－１）と同一にしてください。 

２）マッチングイベントの実施について、日程表から第１希望から第５希望までを

選択してください。補足事項がある場合は備考に記入してください。 

 

（４） 添付資料（任意） 

その他応募技術の説明に必要な資料があれば、添付してください。 



様式－１

申請日：

ふりがな

法人名：

ふりがな

代表者名：

所在地：

下記の技術を「現場ニーズに対する新たな技術シーズ」として応募します。

ふりがな

１
応募技術名：
（シーズ）

２ 現場ニーズ名：

ニーズ事務所名：

３ 窓口担当者（選定結果送付先等）

ふりがな

応募会社名：

所属部署：

役職：

ふりがな

氏名：

所在地：

電話：

E-mail：

４ 共同開発者 ←あり・なしを選択し、ありの場合は以下を記入

ふりがな

法人名：

ふりがな

担当者名：

電話：

E-mail：

　申請書の提出をもって実施要領等に記載の内容に同意したものとします。
実施要領等： https://www.ktr.mlit.go.jp/gijyutu/gijyutu00000225.html

　申請書の提出にあたっては、i-Construction を推進するための現場ニーズ・技術シーズのマッチング実施要
領、「現場ニーズに対応する新たな技術（シーズ）」に関する公募要領、「現場ニーズに対応する新たな技術
（シーズ）」に関する公募資料作成要領（以下、「実施要領等」という）を確認してください。

記

「現場ニーズに対する新たな技術シーズ」申請書

令和　　年　　月　　日

国土交通省　関東地方整備局長　様

https://www.ktr.mlit.go.jp/gijyutu/gijyutu00000225.html


























　令和８年度マッチングイベント日程調整表
様式ー３

会社名：

AM PM AM PM AM PM AM PM AM PM

AM PM AM PM AM PM AM PM AM PM

【作成例】

AM PM AM PM AM PM AM PM AM PM

第３希望 第４希望 × 第１希望 第２希望 第５希望
※事務所等の都合により、希望に添えない場合もございま
す。
※どうしても都合がつかない場合は「×」を選択してくださ
い。

技術シーズ名：

1/22
備考・注記など

(月) (火) (水) (木)

日程調整

(金)

1/18 1/19 1/20 1/21

日程調整

備考・注記など

1/18 1/19 1/20 1/21 1/22

(月) (火) (水) (木) (金)

備考・注記など
(月) (火) (水) (木) (金)

1/25 1/26 1/27 1/28 1/29
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